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蚕體竝にその營繭性に及ぼす沃度丁幾塗布の影響

宮坂收

長澤得榮

Osamu MIYASAKA and Tokue NAGASAWA:-Studies on the influences 

of iodine tincture upon the silkworm and its cocconing behavior.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　論　　　　　　　　，

　　澱艦表に種々なる藥液を塗布した揚合の影響、叉はその揖繭性の研究は数多の聡昔によわ試
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くり　みられてゐる。沃度アル・一・唖叢蹴表に塗布せる研究は、了・fくは和歌l！l燃鎌試験撚こ方駅
　　　　　　　し2｝
　試みられ、又米LLj好人氏（1938）により、その鱗繭性蚊に成繭の調蕊を欝羊細に研究されてゐ
　　　　　　　ごろ　
　るc1931年に池江輝二氏は、塚澱幼鐡の生殖集に沃度アルロールの刺戟を奥へてその影響を研

　究された。」職置艦表に種々なる色素を塗布し放繭に現れる影響を見た試験もあるo箸麿等は沃

　慶丁幾塗布により未だ研究されてゐない方面1自P塗布部位、獄兇の畿育程度さその影響、薇繭

　性、繰綜放績、搬蛾歩合及び産卵放緻等を調査したので、その概要を報告して大方の御敦示を

　乞ふ訳第である。

　　’本試v　Xe行ふに當り種々御指導を賜はつナこ蒲生徹授蚊に山Pl　，荻塵葺爾助教授に封して厚く惑

　謝の意を表するi次第である。

、　　　　　　　　　　　　　1，供試材料及び試験方法

　試駿は春・夏欝醐二同行ひたるにより、蓉蟹讃期試瞼、夏鷺期試馳ざして記すこεミする。

　　　　　　　　　　　　　　　1・麻獄期試駒方法
　獄品種　國獄欧19號　　　　　　“

’稀沃度丁幾（市販のもの使用）

　　沃度丁幾塗布時期

　　　4齢JE旦欝誼より毎日塗布　　　　　　　　　　　 ・

　　　5齢2日目より毎日塗布

　　　5齢4日目より毎日塗布

　　沃度塗布揚所

　　　背面（胸部第2、3環節より尾部）

　　　腹面（胸部第2、3環節より尾部）

　　　第1氣門（爾側）

　以上各琶共200頭宛供試したρ

　　　　　　　　　　　　　　　π．夏獄期試験方法
　鑓品種　宮　城　諸　桂

鑑懸編雑誌　葦十一巻　第三號　1939
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沃度丁幾は春殿期試験ご同様である。

　沃度丁幾塗布ll弄期

　4齢起鶯より毎日塗布
　5齢起翻より毎日塗布
　5齢3日目より街1口塗看∫

　5齢5日目より鯨日塗奮

　熟鷲期塗布
沃度J幾塗布揚所

　背　　　 面（灯町部参朽2、3環1貯fよりノ忌薔ド）

　腹　　而（　　　　〃　　　　）
　第1　氣　門（爾側）
　腹部片｛則4氣ドヨ
　　　　　　　　　　　　　　　薩，　腹部爾側の氣門

　熟獄第1氣門
故｝こ言式騒建囁は次の女口くであるo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。

治ミ獄期試験慨

　　　　番貌　　　　塗布II寺期　　　　　　塗　　布　　部
　　　　　1　　　　　4齢建旦獄よりfl訂it日　　　　1痩部2、3濃億眉～ヌ嵩醗二

　　　　　2　　　　・1齢起澱より毎日　　　背部　　　〃

　　　　　3　　　　4齢起霊盈より毎日　　　 第11粟tドヨ1弐珂偵唖

　　　　　4　　　　5齢2日圏より毎日　　　腹部2、3環節～羅部

　　　　　5　　　　5齢2日目より苺欄　　　　背面　　　〃

　　　　　6　　　　　　5齢4…日目より毎日　　　　 腹部　　　　 〃

　　　　　7　　　　5齢4日目より簾日　　　背面　　　〃
痛圃共約200頭宛供用せり。

　　　　　　　　　　　　夏獄期試験旺
番號　　　　　　　　　　　　　　　　塗　　　　イli　　　　P＄　　　 9リj　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　塗　　　　　　　イff　　　　　　　部　　　　　　　　　　　　　　得キ試頭数

　1　　　『5樹合走巳簾霞より毎日　　　　腹面2b　3塚廷節～尾剖∫　　　　200

　2　　　　　　　　5　齢　3　　日　目　よ　り餐匹日　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　　150

　3　　5齢5日目より毎日　　　　　〃　　　　　100
　4　　　 5齢起盤より毎日　　　　背「置12．、3環俸質～屠部　　　 200

　5　　　　　　　　5　歯｛｝　3嶋　EI　目　よ　り毎H　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　　150

　6　　　5齢5日目より毎目　　　　　　〃　　　　　　100

　7　　　4齢起翻より毎日　　　第1氣門爾側　　　200
　8　　　5齢起慰より毎日　　　　　　1　〃　　　　　　　200
　9　　唱　　5齢3　目目より毎日　　　　　　　　　　　ク　　　　　　　　　　　150

10　　4齢起羅より毎日　　　腹部片側・L氣門　　　200
11　　　5齢起獄より毎日　　　　　　　〃　　　　　　　2DO
12　　　　　5齢3　日目より毎日　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　150

13　　4齢起欝より毎日　　腹部爾側4氣門　　2nO
1・1　　　5齢起徽より毎日　　　　　　　〃　　　　　　　200

　　　　　　　　　　　　　曹



　1・82　　　　　　　　　　　蹴　　　綜　　　礫　　　縣　　　誌　　　　　　　　　（第＋一巻

　　　15　　　　　5爾舎3　日藍窪より毎日　　　　　　　　　　　〃．　　　　　　　　　P150

　　　16　熟　獄　期　第1氣門　100
　　　17　 5葭冷身縫食JV］　 沃度：「幾1「［葛享蜀濤食　 100

　　　18　　　　標　　　　準　　　　匠　　　　　　　　　　　　　　　　　　　200

　以上各嘔を設けた飼育法は容・夏共に1～2齢巾は防乾紙飼育を行ひ、封！燃期は普通飼育を

行った。試瞼着手前は混合飼育である。沃度丁幾塗布は毛筆で、鱗艦表面に毎日1同牟前1〔，

時に塗布した。塗布後は皮満の蛇くを待つて給桑を行つた。

　上蔭方法は普通上膜法で行つた。

2・試　　験　　結　　果

1．塗布後の獄児の状態

　　沃度丁幾塗布の直後獄児はその奥氣を梢々嫌ふ如くであるが、乾燥するに随ひ寧常に復す

　る。沃度丁幾塗布の直後皮潮は濃茶褐色εなる渉、時閥の維過ε共に腿色して淡くな恥塗

　布せる各匠の鷲児は標準嘔の隙児に比して饗育が阻審され、鍛騰はIJ巴大せず、動作は淡って

、緩慢、不活渡であつた。塗磁譲児は何れも蛋置髄衷が膿言譲に現はれる如歯節商獺Eなつた。

　（爲眞第1圖劉照）腹面塗侮のものも同様製節の背面皮慮が異ll謝こ漿張殿超して節高獺の如き

　歌態を示す。然し背面沃度丁幾塗布のものに較べて幾分程度が少ない。此の艘瀬搬の臆殴は腿

　翻の如く膿汁により白濁せるものではなく、蟻明な髄液により腫起内が充満されてゐる。從つ

　て壌節部は仲長して避明εなり・消食管中の食下桑片が髄皮を通して媛覗鋤來る程である。塗

　布の影響の顯著な露児は渡育極度に不良NSなつて発死せるもの、叉髄嘔が捻穂せる女『噛槻を示

　すものもありN此襟な錨児は食桑不足ざなり趣に艶死するに翌った。

il・食下摩及溝化奪

　前述の如く沃度丁幾塗布は熾兜に封して可成の影響あるにより、該獄兇の螢養購取及び溝化

關係を調査した。結果は次表の如くである。

第1表　食下率及び溝化牽　（品種　欧19號）

5齢第1日目

　　2

3

4

5

6

7

4齢起i蹴より第1氣門

食下副靴率

・　　　％

　55，20

　63。24

　63，83

　48．56

43，12

43．62

27．97

％

33，05

30．81

2ア．78

27，03

29．21

32．48

36、56

・k齢起鐵よ　り
腹部4…封氣門

食下判靴黎
　％
54，07

61．71

65β9

46，16

41．77

40．49

26．18

38盟

32．75

31，30

30．68

24、87

22．97

23，6ア

3齢」廷皇獄よリ∬匿£術

飾判靴率
％

55．65

6344

磁。28

51．13

47．00

43．06

30．63、

％

39．56

3S．48

36．87

2S．60

28．85

27．86

34．35

棲　準　砿

飾副牌

融　供試簸数は50頭、5齢起獄よP醐査開始、測定’こは総て⊃陀物として測定したo

％

56，17

65．21

65．27

51．40

50．98

4・1．81

29，45

％

36，10

38，26

40，5〕

36．2S

34，73

3L51

38，13

上表によれば塗布匝は標準匠に比して・食下傘及び澗化率共に低下して屠るのであるo最も影

響の大なる時期は5齢の4、5・6日目頃こ思はれる。又各試験麗の中影響の最も顯著である

のは5齢起獄腹面塗布匠でN他の2陣は之に比して影響が顯著でない。喉沃度丁幾塗布の影
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響最も顯著である背面匠が、調査中より欲けたるこ＞Sは邊憾である。

塁皿・鵬獄歩合
塗布以後の減羅歩合を見るS、次表の如くである。

　　第2表　豪戴鍍期試験減羅歩合　　　　　　　　　第3表　夏獄朋試験減弊歩合　．

　　　　（品腫駄19號）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（轟轟飛嘘　　ヤ三r城諸オ≡f…）

碑1　　　　別

‘1齢起懲より腹面

・塾齢起嚴より背面

4齢起簸より第1氣門

5齢2日目より背面

5爾令2Fj日より11隻τri了

5齢4日目より腹ii

5齢4日日より背面

俳試頭敷

”．OO

e

〃

e

e

ク

減徽歩含　　　　　　1〔t4　　　　　．　　別

島　　　5齢1腱瓢よη腹両
　　　　　　5齢3　日　臼　よ　り　　〃
41．5

　　　　　　5齢5　日　目　よ　り　　〃

32・0　　5齢起澱より背面
5・0　　　 5歯缶3日厨よリ　〃

3．5　　　　　5齢5日　目　よ　リ　　ク

13．5　　　　4飴起獄より錦1無門

5．5，　　5齢越醒より’ク
　　　　　　5齢3日1ヨより　　〃　　　1

　　　　　　4齢起灘より腹部片側4鱗1，」

以上2衷によりその減獄歩合を見るざi　　　5齢起鎧より　　〃

その影響は嶽弛の清き時代より長期間塗　　　昌齢3日同より　　”

布せるもの程戯職尺であつて、塗侮揚所　　　4齢趨駿より腹部爾佃14氣門

に就いては背面塗市のもの簸も影響大で1　　5齢起鑑よη　、　”

ある。54・4齢起撫嚇1氣門及び腹　　5齢3日目より　”
部4氣門に鍛布のものも影響大にして、　　　熟　鍛　期　第1然門

醐鉛が多い．最も影響少ないの1簸　 購盛鰍度塙漁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　療　　　　準　　　　賊
面塗布であるP　，　　　　　　　　　．

fJ㈱頭数

200

150

工00

200

工50

100

200

200

150

200

200

150

200

200

150

100

100

200

減獄歩合

％
21．0

6、5

4，0

2？．5　、

8。0

0。0

20。5

13．0

6．6

2弓、O

ユ7．0

6．6

28．5

13．0

8、0

0．0

7、0

7，0

’　　　、　　　　　　　IV．上族蛇に瞥繭成績

上膜の苓種成績及び醤繭成績を見るεi次表の如、くである。　　　，　　　　、　　　ト・1

　　　　　　　　　　　　第4表　春慧期試駿上藤及び螢繭成績　（晶糧　欧19號）

塗布　1，：E別

4齢起翻よη腹面

4齢起魔より背面

4齢起鍬より第1氣門

5齢2日日より背面

5齢2日目より腹面

5齢4日目より腹面

5齢4日同より背面

正藤露数

189

11ア

エ36

190

1　　193

｛　173

t189

上藤歩合

　％
L94，5

5s．5

・68．0

95，0

96．5

76，5

94．5

螢繭歩合

％

52．92

56．42

86．77

72ユ1

40．94

83．82

68．79

上繭歩合

％

73．00

51．51

81．35

S6．86

ケ6，94

93．10

S2，30

中繭歩合

％

15，00

19．69

S．47

3．6強

2，53

2．Q6

4．06

下繭歩合

％

8，00

16，66

5，0it

3，6，1

3、79

2．06

G．92

黎功馨擁・・歩客

％

2．OO

6．e6

4．23

5．S6

ユ7，74

9．7S

・6．72、

　％
47．C8

43．58

ユ3．23

27．89’

59．e6

　m　　ロ　ロ

16．IS

、31，21
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　上表春蛋霰期試駿の結果は、4齢期より沃度塗侑せるものは成績最も劣り、雨述剛漿影癒大な

るこεが明らかである。第1氣門塗布のものも塗缶の影響相當大である。上表中影響最も大

であるのは4齢起獄より背面塗布甑で、腹面塗布よりも背面塗布のカが影響大であつた。

第5表　上膜及び衡繭成績　（夏孟置期試験）　（品種　宮城緒桂）

塗　　布　　1嚴　　別 L藤簸数

　　51齢起圃よリ腹面，　　　15S
　　5　齢　 3　　日　　目　　よ　　リ　　　　〃　　　　　　　　　　　　　ユ39

　　5齢5目目よ　り　〃　　　　　　　96

　　5齢起籔よb背面　　　　工55
’　　　　　5　画缶　3　　周「　目　　よ　　り　　　　〃　　　　　　　　　　　　　137

　　5齢5日目より　 〃　　　　　 100

　　4齢起駕より第1氣門　　　　　159

　　5齢旭類よ，V　　〃　　　　　　　17・i

　　5齢3日目よリ　　 〃　　　　　　　　140

　　4　齢起盤置よ　り腹部片側4Wh　FPJ　　　　　　　　　　　148

　　5　露｛宣起盤置よ　り　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　　166

　　　5齢3日目よリ　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　コ40

　　4齢起醐よ｝）腹部爾側岳氣門　　　　　ユ43

　　　5　齢走駐蛋監よ　り　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　　174

　　　5齢3日目コとり　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　 138

　　　勲　難　期　第　1　氣　門　　　　　ユ00

　　　5齢盛簸沃度1同添食　　　　　　ユ00

　　　標　　　　準　　　　1騒　　　　　ユ86

」溺1歩介

一冨
179，0

92．6

96。0

77．5

91。4

工00．0

74、5

S1．0

93．4

74．0

83。0

93．4

71．5

87，0

92、Q

100，0

100．0

93．O

踏繭歩合

％

96，2

93．5

95、8

85．1

93，4

95．0

96。8

go，詔

9・k．3

93．9

92，7

92，9

94．4

92，7

9癌．2

97．0

9盛．0

97．7

．［繭歩合

％

36．84

53。80

ej6，30

19，69

46。10

57，S9

⑰o．39

50．32

59。10

5s，99

6義、93

㌘0．OO

57，C3

37．58

50．80

69、07

71．27

78，02

籏巾蜷鍬
歩　　脅

％

3，9

6。4

4、1

15．0

6。5

5．00

3．10

9．s

5．7

6，Q

7、躊

7ユ

5β　・

9．s

5．7

3．00

6，00

2，10

上表夏獄魍試験の結梁も春獄1田試瞼ε岡楼、慧兇

の幼き時代より塗循せるものに影響大で、腹面よ　　　　第6表　ボヵ繭　（春獄胡試駒）

りも背面塗佃こ於て影響大である。氣門塗布もそ　　　＿．．．一．＿一＿＿＿　　　n．一．＿＿一一

の塗缶藪多きものは、少きものより各種の成績よ　　　　塗布　fox別

り見て影響大である。　　　　　　　　　　　　　　一＿＿＿＿＿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4齢起簸より腹面
　　　　v・ボ　　　カ　　　繭
　　　　　　゜　　　　　　　　　　　’　　　　4齢想鑑よP背面

米山好人氏が昭和13年5月號の鍛孫界報に　輪聰よ卿鮪
靴曙る如く・殿磯塗御最喉味ある影　噛畑目より背面
響は、そφ成繭の何割かが異状繭、郎ちポカ性の

繭燃る謡働る．此にボ欄謡辱するのは、　5醐日臼よ”瀦
各織維間の固着性を蝕きボカボカした燭惑を呈す　　　5齢4日目よリク

・le力繭歩含

礪聯のであ・・以下その囎繍す・・　δ脚・賄刺

％

コ7

40　　・

50　　L

68

57

37

63
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第7表　ボ　カ　繭　（夏甑朋試験）　　　　　　以上2衷によりボカ繭歩合を見る

塗　　布　　慨　　珊

5　齢起　微　よ　り　腹葡

5画合3口臼より　 〃

5齢5日鼠より　 〃

5　齢起翌　よ　”　背　面

5齢3　日　1ヨ　よ　り　　〃

5齢5　日　目　よ　り　　〃

4齢想簸よ　り箪1氣門

5齢起獺よ　り　　〃

5齢3葦ヨ厨より　　〃

4齢起鎧より腹部片側4氣門

5齢起鐡より　　　〃

5齢3日目よリ　　　　　　〃

4齢起鐡よ”腹部雨側4氣flL］

5齢趨醐よ”　　　〃

5齢3目月より　　　〃

熟　簸　期　第　1　氣　門

5齢盛盤沃慶1同添食
糎　　　　　準　　　　　嵌

一一一｝一 @　ざ、春嶽期試験置に於ては17～68％

勅菌紗合　　の範國にボ醐競H來た。麟糊試験

es　　　　　臓では6．47～26．51％のポカ繭が嵐來
16，18

　　　　　　　tCn．此の春叢ε夏鷹のポカ繭の生成歩
7．69

　　　　　　　倉の差は、各種の條件の影響によるは
6、52

　　　　　　　勿論であるが、陥種的の差によるこS
26．51　　　　　　　、
　　　　　　　が最大ではないか霊考へる。塗布の影
13・29 @　獅髄の舗の轍に於て1よ儲兇
15・79 @　の幼欝代塗鯉るもの程男躍猷で
6・49 @　　　　　あったが、ボヵ繭歩舎は発く異なり、春

L’1・65 @　糊1識で、、≒す如く、4齢醐より沃
9・85 @　馴幾塗催硯のより1よ噛2日
6・47　　　　隙、久5齢4FI　it’Sよりi羅蘇で1鎌日

9・74　　　　　塗布せる圃の方がボカ繭が多く出て贋

6β8　　　　　るのである。夏欄田の試駿に於ても大

S・15　　・　｛撒岡檬な現銀が認められる。熟慧期

ユ5・92　　　　　に篤1氣門に1閾塗8∫の揚合及び5　’

（j・23　　　　齢盛醐ひ」に1圃桑熱こ沃慶丁幾を添，

6，18　　　　　食せる揚合に於ても、6～7％のポカ

7，44　　　　　繭を蛋じて贋るのである。塗布揚所に

　0　　　　　就ては・背耐が最も多く、腹面之に盗

　　　　　　　ぎ、氣門塗佃こは少ない。而して著考

尊の最も興味あるε考へるのは、節1氣門沃度丁幾塗布置である。

　次に秋鱗1田に改中集×改安を材料Sして背面・腹面に沃度丁幾塗布を行つた腱、第8表の

如き成績を得た。

　此の揚合沃度丁幾塗布は5齢2目目より上藤迄、毎01圏宛行っf二。

第8表　ボ　　カ　　調　（秋羅期〉

腹　面　塗　布

背面塗布
標　　準　　臓

供試醒殿　　　上　　繭　　数

100　　　　　　　　98

100　　　　　　　　95

100　　　　　　　　98

ボ　カ　繭

0

2

0

中　　　　繭

2

3

2

上表の如く改中集×改安を材料Sした揚合、ボカ繭は背面塗布の揚合に僅に2箇出たに過夢

ない。故に前述の試験の如く出る揚合もあるが故に・ボカ繭の患るのは錨品種的、若しくは獄

兜の強健度により異るのではないかε考へられる。換雷すれば障害に蜀する抵抗力の差異にょ

るものの様に考へられる。
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　　　　　　　　　　　　　　　Vl，ボカ繭の性質

　　　　　　　　　　　　　　　　（1）ボカ繭の外貌

　春・要懲期爾期に生じたボカ繭は、何れも特に形状に大小はないが・概して瞥通繭のものに

比して小形の傾向がある。又中には螢繭不能蛋譲見は板状繭、椀状繭等を鶯んだものもあつ

た。ボカ繭の光澤は普通繭に比較して穂黒ずんで屠る。これは普通繭の如く縮鐡が品種5蜀特の

緊縮を表さず、ボカ繭は乎鰯カマ恰も天驚絨の如く柔、」Lつ緩なる想じを璽隣へて・所謂ボカボカ

した脚感を奥へる。即ち繭暦構成繊維の窃蕎度が瞥通關ε大いに喚なるにょり、繭表而が繋樹

でないために黒ずんで見えるものこ思はれるChボカ繭の程度にも種々あつて、ボ1フの程臓の最

も顯著なもの、中位のもの、梢、々ポカε思はれるもの等に顧別し得る。（；露4、第5闇劉照）

　　　　　　　　　　　　　　　（2）　ボカ繭の繭質調盃

ボカ繭の繭璽、蠕燈藪、繭暦重及び繭暦歩合等を調査せる成績をン六すε訳の如くである。

　　　　　　　　　　　　第9表　繭　質　調　査　（夏3；魏1試験）　　　　　　　　　　　・

塗　　布　　繊　　別

5齢起鑑よリ”隻祇f（普訂n繭）

　　　〃　　　（ボカ繭）

5齢起瓢より背面（普油繭）

　　　〃　　　（ボカ繭）

療齢繰よ濯」（普通繭）

　　　〃　　　（ポカ繭）

騰鰭昴（普通繭）

　　　〃　　　（ボカ繭）

繍鶴灘鍋（普灘）

　　　〃　　　（ボカ繭）

撰　　　　準　　　　匿

雌　（鋤IQ頭）

繭窟1轍馴繭徽蹄齢

15．89

14、23

　に　　　　　　ぽ
13。65　　　2，24

12．23　　　2，00

ユ6．45　　　14．00　　　　2．45

13，28　　　　1！，22　　　　2，06

　　1

16．89

14．60

16．37

14，35

ユ6．32

13．45

16．82

1412‘i・

ユ2，42

エ3。85

12．19

13．84

11．45

工4，02

2，65

2、ユ8

2，52

2，16

2．48

2．00

2、80

o，i

砿09

コ4．05

1ム89

1d．76

15。68

14，93

15．39

15．eo

15．19

ユ4．87

16、64

雄　（謝10頭）

繭馴轍刺繭㈱繍鈴
　μ
12．90

12．24

13，4S

11。30

13．92

12．64

」3、42

ユ2．40

ユ3。31

1ユ．52

13。95

　μ　　　　　　9　　　　　　％
10．62　　　　2，2B　　　ユ7．59

10、盛3　　　2．◎ユ　　1窃．娼

11．02　　　　2．4〔｝　　　18。25

9，2δ　　　2。05　　18，1di

ll：塾

工0。92

10．23

10．82

9，52

11．Z9

2．50

NO．17

B，49

2。00

2，76

工8，S2

17，40

ユ8．62

17．50

1S，70

17．36

19．78

　灘　上表申塗布悩別の（普通繭）とあるは塗布せるにも狗らず、ボカ繭とならざるもの。

　　標準置置は無慮理匿であるo

上表により繭暦歩合を見るS、塵理魎は無憾理匠よりも何れも少である。爾腱理画中に於ける

普通繭は常にボカ繭よりも繭暦が多いのである。塗布各匝間には繭厩歩合1：於いて大差は認め

られないが、氣門塗布よりも背面及び腹面に企面的に塗布せる方が影響が大である。

　爾ボカ繭の繭暦は解剖針を以て繭暦を順次に極く薄き暦に剥離する揚合に、瞥通繭繭暦は

ユQ～15暦を漸く剥離せられるに掛して、ボカ繭は30～35暦の多くを得1たのである9
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，　　　　　（3）ボカ繭の螢光血
　太陽燈による紫外線をもつて成繭の螢光色を調査した結果、各個慨の色調は難駁にして明確

に剛出來ないが・齢鵡・至・芝綴光のもの多く、ボ醐賑螺色に鮒るものが多噸

向を示してゐる。邸ち次表の如くである。

　　　　　　　　　　　　　　　第10表螢光色

”塗　布　1、x　別

5齢iヒ昆鍍より刀隻価f（薇纐繭）

　　　　　”　　　　　　　（・ドカ繭）

5齢3日目より腹面（糖田繭）

　　　　　〃　　　　　（ボカ繭）

淡　紫　色 紫　黄　色

　％　　　　　　　　　　％
26．78　　　　　　　　44，64

40，00　　　　　　　　5〔L37

42．57

（30．OO

5齢5同目 よリ腹面（普油繭）　　　　　77．05

　　　　　〃　　　　　　　　　　 （iドカ繭）　　　　　　　　　　83、33

5齢」｛旦盃霞より背面（普通繭）

　　　　　〃　　　　　　　（ボカ繭）

5齢3日目よ、η、“Pli『面（普通繭）

　　　　　〃　　　　　（ボカ繭）

5齢5日日　よ　り背面（普融繭）

　　　　　〃　　　　　（ボカ繭）

・4齢． N瓢より第1氣門（普通繭）

　　　　　　〃　’・　（aft力繭）

5齢起瓢より第工氣『1「1（普飛繭）

　　　　　〃　　　、　　　（ボカ繭）

5齢3日固より第1氣門（普涌繭）

　　　　　〃　1　　　　　（ボカ繭）

・齢瞬・騨螺門㈱
　　　　　〃　　　　　（ボカ繭）

5齢起簸より腹部片側4氣門（普麺繭）

　　　　　〃　　　　　（ボカ繭）

41．42

40．OO

13．ユ1

16，67

23．08　　　　　　　　65，38

37．43　　　　　　　　δ7．15

71．18

76、47

29．09

53，33

50．53

80，0Q

29、11

44．12

76．91

61．54

29．27

64．荏5

25・，OO

59。99

16．go

鴻3．53

54．54

46．67

21．50

2⑪．00

60．76

5Q．00

12．82

30、77

石4，SS

35，56

60。OO

33．34

黄　　　色

…　．’ g1…

　　　　0

0’

0

o

‘｝

D

O　’

1。69

Q

o

o

6

0

0

0

0

0

0

0

0

0

淡　費　色

％

26、5S

3．63

コ、6．01

0

9．84

0

11，54

5．42

コ0．18

0

゜　　　16．37

　　　　0

27．97

0

，10，工3

　5．88

1627

7，69’

ユ5，85

0・

工5，⑪0

6。67
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5齢3日目より腹部片側4氣門（普鋤繭）

　　　　　〃　　　　　　　（ボカ繭）

4齢起鎧よリ腹部爾側4氣門（普亨磁繭）

　　　　　〃　　　　　（ボカ繭）

5齢起懲より腹剖‘爾｛則4氣f1　Lj　（普舶繭）

　　　　　〃　　　　　（ボカ繭）

29、67

57．13

31．17

54．55

27，12

42．60

5齢3日目よリ腹部爾側4氣門（普油繭）　　　　　31．82

　　　　　4’　　　　　　　（ボカ繭）　　　　　　　50。00

熟　舐　第　1　氣　門（普飛繭）

　　　　　〃　　　　　（ボカ繭）

5齢盛食徽沃度1同添食（醤揃繭）

　　　　　〃　　　　　　（ボカ繭）

標　　　　　　準　　　　　　繊

32。82

50．00

22．38

28、60

i・…

65．93　　　　　　0

42．87　　　　　　0

5磐．oo

37．28

62．71

53．20

56。06

41．67

52．L）・1・

33。33

59．70

71．40

48、51

0

0

0

0

o

0

o

0

0

0

0

4。40

0

16．83

8ユ7

10．17

4，20

12．12

8．33

　　　　工4，94

　　　　工6．67

＿　　　　　　　　　　　　　＿＿　　　　　　　　　　　　，

　　17、92

．　　　0

27、54

　　　　　　　　　　　　　　（4）　ボカ繭の孫継の掛け方

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）
　縣縷の掛け方の調査方法は、鈴木氏煤煙法及び繭を煮繭後水分を除き後、極めて徐々に繭よ

り孫纏を繰り出し、その赫纏の劒離する際の動きの如何により、その縣纏の掛け方を調査し

た。材料は春獄期試瞼のボカ繭を用ゐた。先づ普通繭に就いて見るに、既に米山好人氏及び水

野辰五郎氏等の研究にも明かなる如く、普通繭に於ては規則正しくCO字形、或はua字形を

憲き縣縷を纒著して行くが、凸版第5ma　b第6圖の如くco字形1或はの字形の曲線輪を

数同乃至十撒同彊i窟、訳に大きく方向を換へて再び◎◎字形、或はの字形の曲線輪を前同様

数圓乃至十撒同蛋iき螢繭をi進めて行く。而して普通繭にあつては、後述のボカ繭に比較して以

上の綜継の掛け方が極めて規則正しい。叉CO寧形、或はの字形は圓滑な形を作つて唐る。

訳にボカ繭の綜纏の掛け方の調査は、鈴木氏煤煙法、叉は其他の方法によるも観察極めて困難

であつて、綜継の剥離の際に屡々纒着集團が同時に剥離するので、正確に孫継の掛け方を調査

するこεは難事であつた。然しながら懸縷の掛け方は、不規則ながらやはり普通繭同襟◎O字

形、或はの字形を盤きながら螢繭して行く。而してco字形、或はco字形は凸版第1、

既3及び4圏に示す如く極めて不蜆則で圓滑でない。膚普通繭にあつては前述の如く曲線輪

を訳第に移動して行くのであるが、ポカ繭にあつては不規則ながら曲線輪を撒箇乃至十撒簡鍵

き移動はするが、多くの揚合は渦｝伏に、断に縣継の掛けた揚所に再び戻り、1箇所に吐綜を重

継する場合が多いのである。故に縣縷の剥離の際に赫纏の集團が剥離して、螢繭方法を調査す

るに困難を來すのである。…次に普通繭蚊にボカ繭の醤繭動作に於ける振幅及び。O字形動作の

振幅に封する聯纏の長さに就いて、調査した成績を示すS第11表、第12表の如くである。
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第11表　ポヵ繭及び普涌　　　　　　　第12表　懸繰の掛け方。D字形に於ける振幅

繭の振幅　（品種欧19號）　　　　　　　　　及び綜長及びその比傘く品種歌19號）

番貌

1

2

3

4

5

G

7

＄

9

10

11

辮均

ボカ繭

「lt”：60

3．76

4．10

3．40

3，83

3．90

4，30

5。85

3．15

4．50

3．12

3．98

普殖繭　　　　　　　番號

ユLl　

2．95　　　　　　1

　　　　　　2　1
4・6°

@　3i
2，40　　　娼
・・…　　創

3．20

　　　　　　7
2，90　　　　　　8

4．04　　　　　　9

　　　　　10
3．40

　　　　　ユ1
3．70　　　　　12

3．10　　　　　13

　　　　　14
2．80

15

16

3・2G　　　　　　　　l7

上表は1個騰．に就き10同宛測定
18

．19

し輝均である・　　　　　　2。

ボ　　カ　　繭

振　　　幅　1　懸　　　鎖

苧1も

7．3

10．2

7．3

7β

ユ露．0

8。⑪

9．5

4．5

18．0

4．2

4，0

6．0

7．5

12，0

11．0

10．3

u．〔｝

13．0

15。7

c，lエし

雛、0

22．0

26．6

22．Q

20．0

33，0

畠0．0

27，5

15．0

4s．3

13．4

14，0

工5．5

19．O

l33．0

£8．0

29，0

30．0

34．0

讐　　油　　繭

振　　顧　1綜　　畳
苧箔

8．0

7．0

6．5

0．0

7．8

7．5

7．3

7．0

8．5

7．5

8．O

｛1，〔l

IP。0

7，0

6．3

，　　　　9，0

10．o

S．0

42，0　　　　　ユO．0

crユ1

17．0

21．5

ユ7．7

17．0

19．0

工9，0

勤O，0

21．0

19．0

24．0

20．0

22、5

27、0

32、0

18．o

l6。0

21．0

20「．0

19．0

24，0

鞠li・副　・劇　咽「繭
摺数li　il・・81・i　・，。2
上袈中指謝〔とあるは振嘱詑1とせる揚食のものである。

何k褒の振幡、綜慢の数掌は2δ倍のものであるo

　以上の2表によつて見るざ・ボカ繭は鞍通繭に比して振幅に於で大である。尚振幅S聯長

Sの比率を見るε・ボカ繭の方が振幅の大なるのみならずs爾指藪も大である。以上の調査よ

り見るε、普通繭は振幅が小さく・從つて蟹繭動作が敏活であり、擬繭中に於ける前進、叉は

後退等が速かであるS共に・i孫纏を非常に李滑に纒普して行くのである。然るにボカ繭にあ

っては、振幅が大きく、又振幅に饗する紳長も長いのであるが、これはポカ繭鶯繭の羅児が、

響繭動作が邊鑓であり・又eLO字形に縣纏を掛ける揚合にあつても圓滑でなく、屈曲が多いの

である。これも沃度丁幾塗殉の影響により、幼蹴時代に於ても活動が蓬鈍であったが、熟獄ε

なり、更に活動が鈍く、鶯繭操作が緩慢であつて、吐縣遽慶に比して鶯繭操作が鈍いが故に、

縣纏の掛け方も屈曲が多くなるものではないかε考へられる。斯様に饗繭動作が緩慢であり、

それに比して吐縣速慶は早く・爾纏綜も不規則であり・一簡所に再三戻り霞積して纒綜するの

である。從つて繭暦の躍位面積に鋤する建綾吐綜綜長は、普通繭に比して鯨程艮くなるのであ

る。款に著者等は以上の如き獄兇のUt’i乍の雌鈍、不活濃が、ボカ繭威誉三の上に果して幾何の影

響があるかご考へ、次の如き種々なる虎理を獄児に奥へて上籏した揚合の結果を示すS訳の如

くである。



1ge唱　　　　　　　　　　　鎧　　　縣　’　墨　　　i継．　　髄　　　　　　　　　　（箏＋　巻

第1同試験
　侠試材料　歌19・號　第1．同試瞼ではま鐸しでエナメルにより氣門閉鎖を行ひ・その管繭

結果を試験した。

試　　瞼　　麗

　L　41齢起｛藍濫より第1氣t1コ爾倶嚇珊奔貰

　¶．5齢起鷲より第1氣門爾側閉鎖

　擾、腹部前方2鍬の氣門閉鎖一［二藤

　lV．腹部後方2鋤の氣門閉鎖上蕨

　V．腹部片側4箇の氣門閉鎖」二蕨

　、1．・腹部第2～駕3爾側氣門閉鎖上蕨

　11｛，腹部4封氣門閉鎖上膜

結果は第13衷の如くである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　13　表　　　　　　　　　　　　’　　1

励　　別

1．

ll．

∬．

［ヤ，

V．

w，

靱，

上藤鎧数 ．ヒ繭ル合

1認　9デ袖

227

コ0

10

10

ユ0

224

98。21

77．77

100。⑪0

44．77

70．00

41、98

中繭歩合

1．63

o

o

0

⑪

tOO．00

下繭歩合

♂

1．33

0

0

勤1．ge

£0，GO

22，13　　　0

岡功繭
渉　　合

（煽

o，46

P

O

o

0

0

不了1研多繭

歩　　含

0

l　　o

22，23

0

33，鋤

o

35．80

擁勤島合

fl16

o

10．00

20，00

10、Oe

0

4ユ。52

管繭歩合

9繭

98．67

90．OO

，9．　O．OO

90．OO

ユ00．00

5s．4s

　第2同試験
　供試材料　日111號　本試験嘔では各種障害S蟹繭關係を試瞼した。

試　　験　　慨

　1．顧頂板より鏡利なる針を刺し頭内部破壌

　1，Antennaを切除

　弧　腹脚前方2謝を木綿綜にて束縛

　IV，腹脚4個（片側）の側面を鋭利なる仰陪i1鋏にて切開出Illtせしめたもの

　V，腹部片側4箇を木綿懸にて束縛せるもの

岨．腹脚後部2饗を木綿綜にて束縛

　冊，腹脚前部2封を木綿孫にて束縛

　WL　Spinneretを切除せるもの
　el

　恥　腹脚全部を木綿縣にて束縛

結果は第14袈の如くである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　1‘1，　表

酬鰍灘酬蠣歩確噸・酬・㈱　i
tl燭　　　　　　　　耐　　　　　％　　　　　　99　　　　　％　　　　　　％　　　　　　砺
　1，　　　　　　　　　50　　　　　78．00　　　　　S4．61　　　　　　0　　　　　　　12，11　　　　　　2．56

三E繭歩脅遊置歩含裸蜥歩含

1　｛　i　i　　l　l　l　l
％　　　　　　％　1　、　　％

3．03　　　　14．00　　　　　（｝．00
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E．

1旺．

lv。

v．

、1．

、聾．

Il［【．

K．

昼0

1（）

10

10

10

！0

50

10

90，00

90．00

！0．00

go．oo

50、00

100，00

24。00

　0

95．55

11．．ユ2

0

33．33

40．00

87．50

75．00

0

0

88．88

0

66．67

｛｝o．oo

O

25，00

0

2．22

0

0

0

0

12，50

0

0，

o　　1　　　　2．髭51　　，t　8．oo

゜i　°
1⑪．ool　　O

　　l

°i　°
o

o

o

O

r｝

0

0

0

10．（［o

go．Ol

10．⑪0

50．OO

O

72．OO

80．00

く｝

o

o

O

o

o

4．00

20．OO

　第　3圓試瞼

　供試材料日111號を用ゐ、本試験嘔に於ては腹部麟働をエナメル嬢布、叉は束縛等に∂；り

腹部筋肉の肉由を失はしめてNその鱗繭性を調査したものであるc，

試　　鹸　　圃

　L　腹部第1～第2環節を木綿縣にて束縛

　il．腹部第1～第2～第3環節木綿縣にて束縛

　皿．　背『醗金部エナメル塗布

　IV．腹部第2～鱒3環節木綿綜にて束縛

　V．）j隻部4脚をエナメルにて自ISI束縛

結果は笛15袈の如くである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　1r）　…K

廉別

1．

r
皿．

Iv．

v．

供試餓数

10

10

工0

10

10

掛繭数　　　上繭救　　　中繭数

　10　　　　　　5　　　　　　5

　ユ0　　　　　　言3　　　　　　4

　9　　　　　　4　　　　　　4

　4　　　　　　4　　　　　　0

　10　　　　　　9　　　　　　G

下繭数

　0

　3

　0

　0

　1

不犯形繭敬　　麗簸数

・i・（死鯛

　0

　1

1　0

　0

0

1

6

0

以上3同にわナニる小試験より見るS、腹部氣門、腹脚の自由束縛及び背面皮囎の自由束縛等

の慨に不正形繭を多出したのである。殊に甚だしいのは腹部爾側氣門エナメル閉鎖嘩は、管繭

撒の大4≧は篇眞第6圖（本繭は山口助教授の試験せるものを譲り受けたのである）の如き著

しい不正形繭を盈じたのである。此様に外部より獄兇の鶯繭動作の自蘭を束縛するε思はれる

各種の障害によつても種々なる不正形繭をtidしたカ㌔沃度丁幾塗命によるボカ繭εは金く不正

形繭の性質を異にするのである。而して以上3陶の試駒に於ける不正形繭の縣継の掛け方等

は調査に非常に困難なるため、纒縣法を調査せぬのは蓮憾であるが、斯様に獄冠の騰繭操作の

不自蘭のみが、沃度丁幾塗布の揚合のボカ繭の戒困であるεは考へられない。　　、　　t、



192　　　　　　　　・盤　　綜　　鞭　　難　・誌　　　　　　　〔第＋－ny－tw

第1圏　ボ　カ　繭　　　　　　　　第2圖　ボ　カ　繭

第3圖　ボ噸力　繭　　　　　　　　　　第4圖　ボ　カ　繭

第5圖　普　蟻　繭　　　　　　　　　第6圏　普　通　繭

≒2、

　　　　　　　　　　　　　　（5）　ボカ繭の1粒繰綜戒績

　ボカ繭の程漫によりA、B、　C及びD（慮理臨中の普通繭）の各段階に分つて1粒繰紡を

・行ひ、縣長、繊度、類郷及び切断の各戚績を調査した。以下表によつて示す本繰綜試験は、荻

原助教授の御好意による◎
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N。．．、　　　第1昧欄蝋駄禦るボ禰（1砧種　　欧・19　號）

r冒” @　　　　　　　 一一一一一r－－tf・t一・t－－V＾瞥・一一一一一一＿．＿＿＿＿．＿＿＿．．．甲＿．一一一＿．r　　　　　　　

A

C

D

4齢遡獄より背圃
繭剰縣侵胤藷塊節切噺

et’。・1

0．52

0．40

0．60

2
190

506

729，

　1－）

2．2躊

2．2

1、9S

2．61

偽　　　　　1司

1G3　　　17

1S5　　　14

10．3　　　　　2．6

32，墨　　　3．2

4齢起瓢より腹面
繭煎綜長1轟，，馴瓢矧切断

9
0．57

0。50

0．50

0．62

どコロ　　　　　T）

334　　　　3．⑪3

630　　2．1S

554　　2．2

746　　2．4S

箇　　　　　回
163　　　16，4

62．6　　11．G

52．6　　　　　　6．8

21、2　　1．4

No．2

A

B

G

D

1　5齢2日日より背τ・1

1繭創紡剥、盤講 纈節1切蜥

f

kt　　　　　m　　　　 1⊃

O．50　　ユ53　　2，46

0・4G　　　　、247　　　　3．1

0．41　　　　433　　　　2，4g

0，51　　　　　530　　　　2，27

、’

笛　　　　圃
190　　　　9

307　　　　7

225　　　7．2

工12　　　2

5齢2日日よ　り腹面

繭諏
s，

0．55

0．53

0、4・i）

0．52

締叫盤。謝類剛切vai
Tli　　　　I，

254　　　　2，53

r｝tt）0　　2，68

394　　2，lj・1

71日　　2．04

て蹴　　　　　m

235　　　工3

164　　　8。O

SO．4　　　3．6

5、2　　　1，6

No．3

A

B

c

D

5齢4日目より背而
繭刺綜軋盤。捌瓶節1切断

Lt

O，56

O．61

0．52

O．55

　　　　　　I）

494　　2，40

556　　202

252　　3．e2

54S　　2．50

5齢4日口より腹構
塑刺継長墨型藷，

簡　　　　t“1　　　tr　　n　　肛11　　　rレ
2S1．1　　　　　　　6　　　　　0．52　　　　　400　　　　2．3S

d73．0　　9．4

307．0　　　　　4，2

35、2　　3．6

o．55　　294

O．52　　650

O．60　　670

2．34

2．38

2．23

糊剛切断
笛　　　　　阿
83　　　2．s

144　　　ユ4。4

44．6　　6，8

3、2　　0．G

No。4

A

B

G

D

　　　　　　　　　　　　一　　激　上表中繭重は乾繭5粒遊測建し、1
4齢起獺より第・1氣門　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

0．58

O．58

O，60

0．55

コ　

534

62S

664

664

1繊度（11⊃1，m耶均、

　T　
2，62

襲．12

2，66

2．16

陶副切断　瞬均徽で・・．
＿　　　　　 粒の重鍛として甜せりo繊度はユ00

「弓認「－t－一…孫　　以一略阻5粒の鞠を撫るも

330

275

61，

’　　　　のである。

10・2　、裏中Aはボカの程度最蝋署なる
8．6　　　　　 もの、　13之ネレに殆1ぎ、Gは対智々ポ

2．3　　力繭と思はれるもの・Dは普涌繭

　　　　　であるo

k表で見るε・纈は何れの圓こ於てもAの・ドカ繭が最襯く、B、c烈こ訳払D曙通

一maが最帳い・綴のma：於ても・獄見の若き靴より塗布せるもの程縄少ない傾向があ

る。背面ε腹面ざの間に於ては大なる藻がない。4齢起鑓より第1黛門塗市のものは綜量に

於ては大なる灘がない様である・繊脚ボ欄の纐により，・」s4・es階級1詠り多様である



ISs” @　　　　　　　　’識　　h綜・’甲學　　・磯　　　誌　．・　　　　　（｛窩＋一巻

　　が・普通繭噛に比較して一般に太い傾向がある。類鰍訟肋繭ほ何れの颪に於ても著しく鄭く・

　　△・硲ボカ繭に於ては、多きは％0鯨箇に藩するものもあつた。斯くボカ繭に顯節の1欝しぐil

　　いのは、繭謄の緊密でないこεミ曜、叉縣縷の固葺のL猶均一に原因するもので、之｛‡ボカ繭の最

　　　も顯著なる特徴であゐ。從つLc切噺画撒も塗布鼠に著しく多い。　　　　　1
　　　　　　【　　　　　　　　　　　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

　　　　　　　　　　　　　　　　W・蜥及び一襲蛾成績

　　　沃度丁幾塗布せる颪の蠣は概ね腹面に轡llllして、蕪だしいものは頭部ざ腹部が蒋する添累度窺

　　轡曲して屠る蝋もあつた。影響の落しいものにあつては・脱皮不能の1涌が非常に多く・イド脱皮

　　蠣ら亦多く、イヒ蜥出來ナこ蝋にあっても頭需1；及び背部が瞳起し騨ぐ垢弓ナこ。（篇貫第3胤謬照）次に

　　鍍蛾歩合調査を示すε、

1　　　　　　　　　　　　　　　　第17表　夏li；畿期試駒嚢蛾1歩合　　　・　　　　　　　　．　　°

耀　　　　布　　　　城　　　　別

　　　5i’齢恕盤監よ　り　腹1弼（暫抽繭）

i　　　　　　　　　　ク　　　　　　（ポカ繭）

1　　　　5齢起i齪　よ　り・・背面（普樋繭）
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

t　　　　・〃　　　（ボカ繭）

1　4齢醗より第燦門（欄繭）

！　　　　　　　　　　、〃　　　　　　（ポカ繭）

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝”

｝　　　　5齢起駕より第1氣門（瞥麺繭）
l

l　℃　　〃　　（求力繭）
｝　　、　　　1
1　　　5齢起鑓より灘隣側4氣FY（普瓶繭）
　　　　　　　’　　　　　　　　　し　，
　　　　　　　　　　　’

1　　　　　　〃　　　　（ボカ繭）

供試彌数，　　磯　蛾　数　　　渡蛾歩合

20　　1　　』2。　　1　　ユo語・

20　　　　　　　　　7

II　・。　｝　11・

R　ユ・　｝　s
20

コo

蜘

3Q

20

8　　　・，

20

22

35

100

53

1

｝　　　零o

　　　　ユ5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i　　　　　　　4齢走艮鍛より腹部片イ則4無「1日（普拙繭）　　　　　　　　　　20

P

l　　　・　　”・　　（ポカ繭）　　　10
1　　　　－一一＿一一一一一一一一一一一一一・一・一一一

｛　　蝋繊よ膿部脚㈱門（舗繭）

｝　　　．ク・　（Pt力繭）

i　　’　　e

1　　　5齢起鍛より膜部爾側4氣門（磐油繭）

｝　1．　”　1（・ドカ繭）
；　　　　　　　　　　　　　　　　　　一・一一一一

1　　標　　　　準　　　　麗
§

20

正0

i　・，。

　　　115

20

’laO　l

n73

…　100

73

2。　｝　・〔10・

11

20

5

20

8

20

5

21）

50

100

80

100

80

100

34

1．OO

｝　tlk紺（葡繭）とあ魂聯によつても勅敵紡蹴のである。撫準ロ緩瞭齪麗である．

1耀鑛濫灘盤継鞭：騒懲露灘煮難蜘臨脇蚤
1　　つて居る。
　

　

　



簗嵩殉　　　　　　鷲盤蜘婦の瞥薦性｝ζ測fす沃顔幾塗布の膨響　　　　　　　　1舶

　　　　　　　　　　　　　　Vlllr産卵成績及び卵の形歌　　　．

庵下卵SK・，不受精卵撒及び蛾驚内残卵数等を調査せる結果、次の如くである。

！　　　　　　　　　　　第18表　夏獄期試瞼塵卯調査

＿＿＿＿＿＿＿＿一一． @剛脚押鷺離｝昌．＿＿用一一＿＿　　　　　　　＿＿＿＿雌＿＿－t－＿　　　　　　　＿＿＿一＿＿＿＿『一圃．＿＿一

塗　　　布　　　　ll耀　　　別

融令越蟹よη腹面（－Wf・im繭）

　　　　　〃　　　　　　　（ポカ繭）

5齢起蟹よ　n　背而（総田繭）

　　　　　〃　　　　　　　（ボカ繭）

：41齢鵡獄より第1氣門（聖脇繭）

　　　　　〃　　　　　　 （ボカ繭）

5齢起灘より箪工蝋凹（鞍油繭）

　　　　　ク　　　　　　　（ボカ繭）

・・ S齢起数より腹部片側4氣Flj（糖出繭）

　　　　　〃　　　　　　　（Fドカ繭）

　　　　E）齢漣鑑よ”腹部ノ｝側4氣門（縣油繭）

・　　　　　　．　〃　　　　　（ボカ繭）

4齢超簸よ｝）腹部爾側4氣F「∫（薪菰繭）

　　　　　〃　　　　　（ボカ繭）

5齢起1賊より腹部雨側4氣門（：普漣繭）

　　　　　〃　　　　　（ボカ繭）

標　　　　　　準　　　　　　麗

｛贈　下　卵　数

i健Pl・数不嬬鰍
縮　卵　数

1

1　　439，

i　401
1

232

472

460

ゴ｝64

380

r，R4，

571

609

603

4，0，？

520

47s

548

403

396

6　　，　　445

．　15 4工6

G　　　　　　238

27　　　　　499

13

1，9

15

7

28

10

s

24

7

6

6

16

9

473

383

40轟

r）9　1

599

619

611

427

527

484

554

429

405

競　卵　数

37

s

296

　2

10石

25

㈱

1工

］．（｝

3

8

1

s

3

26

16

5S

　融　上衷は供試蛾数lo頭を用ゐて軍均せるものである。

上表によれば健卵激及び不受精卵籔に於ては櫟準随に比し、各厩

憾撫＿下卵＿＿＿沃購Ob’
篇藻灘甚譲膿辮課髪象野繍品鎌　　（⊃
化渉倉は未調査であるが、他の機會に饗表する考へである？
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　　　　　　　　　　　　　　　3・繕雪膏蛇に考察

　沃度アルコールを獄艦表面に塗布してその螢繭性を調査した結果は幾多あるが1殊に米田好

人氏が昭和13年5月の慧綜界報に報告した成綾は興味深いものである。著膏等は未だなされ

て居ない磯育時期別塗布、塗布揚所を異にせる場合の獄児の獣態、響繭性、踊、蛾の賦態及び歳

卵状態等の調査を行つた。，供試材籾ま春懲廻1は國翻歓19號、夏獄期1ま欝城諸縫を使用した。

1・沃度丁幾塗缶後の翻宛の状態は膿獄の如き1輌高額、長節錨の如く、環節間膜の部分が薯し

　く腫起する。慧虜己は行動不活溌こなり、その影響が甚だしきものは塊死するに聚る。塗布部

　位の内最も影響の著しいのは背面である。

2．食下傘及び消化傘にも沃度J幾塗布は影響ある如くである。艶羅歩合、蕨申の諸戚績倣に

　繭質の各種調査も塗布匠は成績が劣つて贋る。

3・沃度丁幾塗布に於て最も興味のあるはボカ繭の出來るのであつて、ボカ繭の纏綜方法の研

　究は繭の縮搬の研究上興［床あるものではないかミ考へる。

4．ボカ繭の出來歩合は晶種的に非常に異る。

5．ボカ繭εは天鷲絨の如き…手鰯のする繭で、所謂ボカボカした鰯感を奥へる。ボカ繭は醐形

　小で、繭騰歩合も少ない。

6．沃度丁幾塗布斑は棟準鼠に較べて益三理ll障害をうけ、企膿εして戚績が劣つてゐる。

7．ボヵ繭繭暦は剣離し易く、繭暦に多くの間隙がある。

8・ボカ繭の螢光色は標準嘔に較tyNて紫色のものが多い。

9・、ボカ繭は纏綜方法が極めて不親則である。讐涌繭にあつてはCO字形及びの字形に蜆則

　正しくs而も振幅は極く小であるに反し、ボカ繭は緬｛めて不親則な◎O・ua掌形を織いて纒

　縣し、振煽は大で、而も之の騰繭曲線の縣艮は長い。これは塗布獄の鶯繭繰作の不活濃なる

　に原四するものである。ボカ繭の最も著しい鮎は得三再四、一簡所に反覆纒孫し縣纏は璽懸

　するのである。故に駕位面積内の連綾吐縣綜畏は著しく長くなる。米山氏はボカ繭は恐らく
　　　，
｛鍬継度に較べて鎌の動作々鞭i駄る襯であるミ云はれるが・薯講はそれのみでな

　く、米山氏の研究中にもあるが如く、セリシジの分布が曹通繭に較べて異状を呈して屠るこ

　ミ及び前述の如く一一一一箇所に何同る戻つて璽繰して鶯繭するためにtS纒孫の固着が可良なる場

・厨ε、璽鰻せぬ場所は凹所ざなつて闘隙ミなるのである。以上種々なるこεが原因Sなつて

，ボカ繭を生じたのではないかざ考へる。　　　1

10；・ボカ繭の繭縣長拭何れも短い。類節は著しく大い。
il．塗布懲の蠕も腹蔀著しく麹曲した。

12．ボカ繭嘩は産卵撒は瞥通繭匝よりも稽々多い。

13，卵は不正形卵が多く藍下された。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（於上田澱綜暮門墨校）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　交　　　献
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（3）牛込iF．一（1931）群馬縣艦鰍舩揚報告N。．9，
（4）　　フ」1　聾予　辰　五　貞1；　（ゴ938）　　日本徽系糸鰯剃危観志　　Vol．9．　No、3．
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